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[背景]日本における 65歳以上の高齢者人口割合は 2009年4月には 22.5%を占めている。

高齢者人口の増加に伴い認知症高齢者の数も増えると考えられている。現在認知症者

数は約 200万人であり. 65歳以上の約 8%を占め. 2015年には認知症者の数は 280万人に

達すると予測されている.認知症の症状は，大きく記憶障害や見当識障害といった中

核症状と行動と心理面での症状 (behavioraland psychological symptoms of dementia. 以

下BPSD) に大別される。 BPSDはこれまで「問題行動 j と称され，社会規範に対する不

適応，逸脱，異常として語られてきた。現在BPSDに対しては薬物療法・介護 ・リハビ

リテーション・社会的資源の利用など様々な方向からのアプローチがなされているが，

一方でBPSDの出現はケア提供者の負担を増大したり，うつ病を生じさせたりするなど

介護の継続を困難にし，施設ケアにおいても深刻な問題となっている。ケアは認知症

者にとって人と相互に関わる機会として重要であり ， また最近の研究においてBPSDは

認知症者を取り巻く環境やケアのあり方等によって引き起こされるものであることが

指摘されている。

以上を踏まえ，本研究では認知症者へのケアの質向上を目指すために，まずわが国

の介護保険施設において高齢者ケアを拐うケアスタッフがBPSDをどのように捉えてい

るのかという BPSDの概念と BPSDの望ましい転帰と. BPSD にケアスタッフがどのよう

に対処しているかというマネジメントを明らかにした。次にマネジメントの適用の仕

方 ，組み合わせと BPSDの負担度との関連をデータマイニングの手法を用いて明らかに

し. BPSDへの望ましい対処を提言することを目的とした。

本研究では，分布の多寡に関わらず負担度の低さとマネジメントとの関連が明らか

にできる，マネジメントの組み合わせを考慮した分析が可能という 2つの理由から多量

のデータからの有周知識発見手法と定義されるデータマイニング手法の一つであるア

ソシエーションルールに着目した.このように従来の統計学的手法とは異なる分析の

視点を有することで，異なる角度から事象を捉え直すことができると考えられ，デー

タマイニング手法を看護・保健分野において応用する方法を提示するという点に本研

究の意義があると考えられる。

[方法ならびに結果]

研究施設ケアスタッフにおける認知症者にみられる BPSD (behavioral and 

psychological symptoms of dementia)の概念と BPSDの望ましい転帰

調査対象者は介護保険施設に勤務するケアスタッフ 15人である(男性 5人，女性 10人，

介護職 11人，看護職4人入インタピュー内容は対象者の属性. BPSDをどのように捉え

ているかという概念. BPSDがどのように転帰することが望ましいと考えてケアをする

かなどの項目からなる。インタビューの内容は対象者の同意を得て ICレコーダーに録

音記録し，逐語録を作成した o Glaser & Straussによる GroundedTheory Approachを参考

に，帰納演繕的な継続的比較による質的分析を行った。

BPSDの概念には 『心と身体の安寧を脅かすJ. r居場所の安寧を脅かす 』 という 2つの

カテゴリーが抽出され，これら 2つには重なり合う箇所があること，これらが (BPSDを

引き起こす触媒作用). (BPSDの共鳴)という事象を引き起こしていたことが示された。

BPSDの望ましい転帰は 『認知症者および周囲の人が安寧に施設生活を送ることができ

るι rBPSDが最小限となり混乱が収束する 』 という 2つのカテゴリーから構成されてい

た。

研究 2 施設ケアスタッフによる BPSDのマネジメントに関する研究

研究 lで得られたインタビューデータを質的に分析し. BPSDのマネジメントには情

動行動共感，受容ー支援，身体拘束，回避/関与レベル低減の 4種類あることが明らか

となった。その結果と先行研究を統合し. BPSDに対するマネジメン卜に関する質問項

目を作成し，自記式質問紙による調査を実施した。調査票は 633人に配布し. 292人か

ら回収が得られ(回収率 46.1%)分析対象者は275人であった(有効回答率 94.2%)0 13 

種類のBPSDに対する 15種類のマネジメントとの関連についてデータマイニングの手法

の一つであるアソシエーションルールを用いて分析を行った.

情動行動共感マネジメントと受容ー支援マネジメントが望ましいのが，俳個，不平不

満，夜中起き出す，暴言，介護拒否，帰宅要求，情動ー行動共感マネジメントが望まし

いのが，いやらしいことを言う，受容ー支援マネジメントが望ましいのが異食，情動ー行

動共感・受容ー支援 回避/関与レベル低減マネジメントの 3つが望ましいのが収集癖で

あった。負担度の最も高かった暴力や，同じ事を何度も言う，不潔行為，物盗られ妄

想の 4つに関する負担度の低いマネジメントは明らかとならなかったことからこれらに

対してケアスタッフは試行錯誤していることが示唆された。

[総括 JBPSDの望ましい転帰. r認知症者および周囲の人が安寧に施設生活を送ること

ができる 』 は，施設という限られた場所だけでな〈自宅をはじめとする生活の場にお

いて，安寧に生活を送ることができるようにするということが，人権擁護の観点から

も非常に大切であり，認知症者の人権を尊重する上で非常に重要であることを示して

いることと考えられる。 rBPSDが最小限となり混乱が収束する』は (BPSDを引き起こ

す触媒作用). (BPSDの共鳴)が未然に防がれ，発生してしまった BPSDが噂悪せず認知

症者や周囲の人における混乱が最小限で収束するという概念である。 BPSDを望ましく

収束させるためはケアスタッフが認知症者の過去や性格，生活習慣などを把握してい

ることが重要であり. BPSDの概念を捉え直すことで認知症者へのケアの質改善が期待

できる。

アソシエーションルールのリフト値を手掛かりに有益なルールは何かを発掘しその

中からどれが望ましいかを意味付けた結果，従来の統計学的手法では明らかにするこ

とができない. BPSDの負担度の低いという観点における望ましいマネジメントが判明

し，この手法の看護・保健分野での有用性が示された。これまで問題行動とみなされ

てきた BPSDを，認知症者の心と身体，居場所の安寧が脅かされ混乱が生じたものであ

ると捉え直すことがこれらへのマネジメントを実施する上で重要である。また. BPSD 

の種類により望ましいマネジメントが異なることが明らかとなり，本研究で得られた

結果は，認知症者へのケアの手がかりとなりうると考えられる。認知症者に対して今

後も認知リハビリテーションによる心理・社会的な働きかけを継続・重視することで
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